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10
月
１
日（
日
）か
ら
始
ま
り
ま
す

安
曇
野
し
ゃ
く
な
げ
の
湯

利
用
助
成
制
度

①
高
齢
者
の
団
体
の
皆
さ
ん
へ

介
護
予
防
・
健
康
増
進
活
動
で
の

「
有
明
の
間
」の
利
用
料
金
無
料

年
間
１
回
以
上
、
健
康
体
操
な
ど
介

護
予
防
・
健
康
増
進
に
関
わ
る
事
業
を

行
う
高
齢
者
の
団
体
が
「
有
明
の
間
」

を
利
用
す
る
場
合
に
料
金
が
無
料
に
な

り
ま
す
。
団
体
の
利
用
登
録
を
、
9
月

11
日
（
月
）
か
ら
長
寿
社
会
課
（
1
階

�
番
窓
口
）
ま
た
は
各
支
所
地
域
課
で

受
け
付
け
ま
す
。

問
長
寿
社
会
課
長
寿
福
祉
係

（
71
・
２
２
５
４ 
71
・
２
３
２
８
）

●
対
象

①
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
単
位
ク
ラ
ブ

②
①
の
単
位
ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る
者
で

構
成
す
る
団
体

③
①
②
以
外
で
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が

10
人
以
上
で
構
成
す
る
団
体

●
利
用
で
き
る
日
・
時
間

毎
月
第
2
月
曜
日
～
金
曜
日
、
第
4

月
曜
日
～
金
曜
日
の
午
前
10
時
30
分

～
午
後
１
時
30
分
（
利
用
日
が
祝
日

の
場
合
は
、
そ
の
翌
週
）

●
利
用
方
法

団
体
利
用
登
録
を
し
た
上
で
、
利
用

日
の
１
週
間
前
ま
で
に
安
曇
野
し
ゃ

く
な
げ
の
湯
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ

い
。
当
日
は
、
団
体
の
代
表
者
が
利

用
者
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
利

用
は
月
１
回
を
限
度
と
し
ま
す
。

②
障
が
い
者
の
皆
さ
ん
へ

「
暖
ら
ん
の
湯
」入
浴
料
金
の

割
引
券
を
交
付

入
浴
時
に
介
助
者
が
必
要
な
障
が
い

が
あ
る
人
を
対
象
に
「
暖
ら
ん
の
湯
」

入
浴
料
金
割
引
券
（
本
年
度
24
枚
）
を

交
付
し
ま
す
。
9
月
11
日（
月
）か
ら
福

祉
課
（
１
階
�
番
窓
口
）
ま
た
は
各
支

所
地
域
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課
障
が
い
福
祉
担
当

（
71
・
２
２
５
１ 

71
・
２
３
２
８
）

●
対
象　

▽
平
成
29
年
4
月
１
日
（
基

準
日
）
現
在
市
内
に
住
所
を
有
し
、
入

浴
時
に
介
助
者
が
必
要
な
、
表
１
の
①

か
ら
⑥
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

●
利
用
期
間　

翌
年
3
月
31
日
ま
で

●
利
用
時
間　

平
日
の
午
後
１
時
～
6

時
（
１
日
１
時
間
、
割
引
券
１
枚
を

限
度
）。

●
利
用
方
法　

▽
事
前
予
約
後
、
受
付
で
割
引
券
と
一

緒
に
５
０
０
円
を
支
払
い
ま
す
。

▽
割
引
券
は
、
交
付
さ
れ
た
人
と
介
助

者
が
利
用
で
き
ま
す
。

※
申
請
時
に
介
助
者
を
登
録
し
ま
す
。

審
査
後
、
対
象
者
に
は
10
月
初
旬
か

ら
利
用
券
を
郵
送
し
ま
す
。

※
来
年
度
は
、年
間
48
枚
交
付
し
ま
す
。

※
市
入
浴
料
金
割
引
券
の
交
付
を
受
け

た
人
は
対
象
外
で
す
。
来
年
度
は
、

ど
ち
ら
か
を
選
択
し
ま
す
。

表１　対象となる人
①視覚障がいの人
②一上肢を手首以上で欠損した人および同程度

以上の障がいを有する人
③一下肢を足首以上で欠損した人および同程度

以上の障がいを有する人
④体幹の機能障がいにより歩行が困難な人およ

び同程度以上の障がいを有する人
⑤療育手帳 A1・A2 または精神障害者保健福祉

手帳１・２級を有する人
⑥療育手帳 B1・B2 または精神障害者保健福祉

手帳３級を有し、かつ医療機関または療育機
関により入浴時に介助が必要と認められた人
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②
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

10
月
１
日
の
「
法
の
日
」
に
ち
な
み
、

長
野
県
司
法
書
士
会
で
は
、
市
内
5
会

場
で
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
10
月
4
日
（
水
）
午
後
１
時
～
4
時

（
一
人
30
分
間
）

場
（
カ
ッ
コ
内
は
定
員
・
先
着
順
）

①
市
役
所
2
階

　

相
談
室
２
１
２
・
２
１
３
（
12
人
）

②
穂
高
支
所　

別
棟
大
会
議
室（
12
人
）

③
三
郷
公
民
館

　

会
議
室
１
０
１
（
6
人
）

④
堀
金
公
民
館　

会
議
室
2
（
6
人
）

⑤
明
科
公
民
館　

創
作
室
（
6
人
）

内
土
地
や
建
物
の
相
続
・
贈
与
・
売
買
な

ど
の
不
動
産
登
記
に
関
す
る
こ
と
、

会
社
（
法
人
）
の
設
立
・
変
更
・
解

散
な
ど
の
登
記
に
関
す
る
こ
と
、
裁

判
所
へ
の
提
出
書
類
の
作
成
な
ど
の

相
談

申
予
約
制
で
す
。
9
月
26
日
（
火
）
か

ら
28
日
（
木
）
の
間
に
市
民
相
談
室

へ
電
話
で
。（
受
付
午
前
9
時
～
午
後

5
時
）

③
司
法
書
士
・
税
理
士
に
よ
る

相
続
・
贈
与
・
成
年
後
見

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
無
料
相
談
会

長
野
県
司
法
書
士
会
、
関
東
信
越
税

理
士
会
松
本
支
部
、
公
益
社
団
法
人
成

年
後
見
セ
ン
タ
ー
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト

な
が
の
支
部
で
は
、
相
続
・
贈
与
・
成

年
後
見
に
関
す
る
無
料
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

日
9
月
20
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
～

4
時
30
分
（
最
終
受
付
は
午
後
4
時

ま
で
）

場
松
本
商
工
会
館
６
０
３
会
議
室

問
長
野
県
司
法
書
士
会
松
本
支
部
（
太

田
さ
ん
）（
24
・
０
０
８
０
）

　

関
東
信
越
税
理
士
会
松
本
支
部
（

40
・
４
１
１
５
）

（
公
財
）人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ

ー
で
は
、
ア
イ
ヌ
の
皆
さ
ん
の
悩
み
を

お
受
け
す
る
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

内
嫌
が
ら
せ
・
差
別
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
侵
害
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。

●
０
１
２
０
・
７
７
１
・
２
０
８

●
受
付
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

※
祝
日
、
12
月
29
日
～
1
月
3
日
を
除

く

①
無
料
法
律
等
相
談
所

10
月
１
日
（
日
）
か
ら
7
日
（
土
）

ま
で
の
「
法
の
日
」
週
間
に
ち
な
み
、

「
法
の
日
」
週
間
実
施
委
員
会
で
は
、無

料
法
律
等
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

日
10
月
3
日
（
火
）
午
前
10
時
～
午
後

4
時

場
長
野
地
方
・
家
庭
裁
判
所
松
本
支
部

内
金
銭
・
土
地
・
交
通
事
故
等
の
問
題
、

成
年
後
見
、
離
婚
・
扶
養
・
相
続
等

の
家
庭
内
の
問
題
、
差
別
・
い
じ
め

等
の
人
権
問
題
、
遺
言
や
任
意
後
見

契
約
等
の
公
正
証
書
に
関
す
る
こ
と

な
ど
の
各
種
相
談
。

主
催　
「
法
の
日
」
週
間
実
施
委
員
会

（
長
野
地
方
・
家
庭
裁
判
所
、
長
野
地

方
検
察
庁
、
長
野
地
方
法
務
局
、
長

野
県
弁
護
士
会
）

申
不
要
で
す
。
相
談
内
容
に
関
す
る
資

料
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
持
参
く
だ
さ

い
。

問
長
野
地
方
裁
判
所
松
本
支
部
庶
務
課

（
32
・
３
０
４
３
）

の
月
末
ま
で
に
、
一
般
被
保
険
者
証

を
郵
送
し
ま
す
。

※
退
職
被
保
険
者
が
65
歳
到
達
に
よ
り
、

月
末
で
有
効
期
限
が
切
れ
る
場
合
に

は
、
退
職
被
扶
養
者
の
方
は
65
歳
未

満
で
あ
っ
て
も
、
有
効
期
限
は
退
職

被
保
険
者
と
同
日
と
な
り
ま
す
。

国
保
加
入
者
の
皆
さ
ん
に
お
願
い

①
こ
ん
な
と
き
は
手
続
き
を

▽
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
。（
健

康
保
険
を
や
め
た
）

▽
職
場
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
に
な

っ
た
。（
被
扶
養
者
を
や
め
た
）

▽
修
学
の
た
め
転
出
す
る
。

②
国
保
税
を
滞
納
し
て
い
る
と

　

国
保
税
の
納
期
限
か
ら
１
年
以
上
経

過
し
て
も
滞
納
が
続
い
て
い
る
場
合

は
、
通
常
の
保
険
証
を
返
還
し
て
も

ら
い
、国
保
加
入
者
を
証
明
す
る「
被

保
険
者
資
格
証
明
書
」
を
交
付
し
ま

す
。
病
院
等
で
診
療
を
受
け
る
際
は

い
っ
た
ん
医
療
費
の
全
額
を
支
払
う

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
い
つ
で
も

安
心
し
て
、
受
診
で
き
る
よ
う
、
国

保
税
の
納
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ス
ト
マ
用
装
具
（
消
化
器
系
・
尿
路

系
）
を
給
付
し
ま
す
。

対
ぼ
う
こ
う
ま
た
は
直
腸
機
能
障
が
い

に
よ
り
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人

内
原
則
と
し
て
基
準
額
の
１
割
が
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。

基
準
額

▽
消
化
器
系　

月
８
８
５
８
円

▽
尿
路
系　
　

月
１
万
１
６
３
９
円

世
帯
の
所
得
に
よ
り
自
己
負
担
額
が

異
な
り
ま
す
。
な
お
、
基
準
額
を
超
え

た
部
分
に
つ
い
て
は
全
額
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。

申
随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
申
請
書
に
見
積
書
（
事
業
者
が

作
成
し
た
も
の
）
を
添
付
し
福
祉
課

（
１
階
�
番
窓
口
）
か
各
支
所
地
域

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書

は
各
窓
口
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入

手
で
き
ま
す
。
平
成
29
年
度
後
期
分

（
10
月
～
平
成
30
年
3
月
分
）の
申
請

を
受
け
付
け
中
で
す
。
申
請
予
定
が

あ
る
場
合
は
給
付
を
受
け
る
月
の
初

旬
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
保
険

証
）
が
10
月
か
ら
更
新
に
な
り
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
を
9
月
末
日
ま
で
に
世

帯
主
あ
て
に
郵
送
し
ま
す
。
到
着
後
は

記
載
内
容
の
確
認
と
、
古
い
保
険
証
の

破
棄
を
し
て
く
だ
さ
い
。
新
し
い
保
険

証
の
色
は
、
一
般
被
保
険
者
証
が
「
空

色
」、
退
職
被
保
険
者
証
が
「
ピ
ン
ク

色
」
で
す
。

新
保
険
証
の
有
効
期
限　

平
成
30
年
9
月
30
日
（
日
）

た
だ
し
、
次
の
場
合
、
有
効
期
限
が

異
な
り
ま
す
。

①
平
成
30
年
9
月
30
日
ま
で
に
75
歳
に

な
る
場
合　

有
効
期
限
は
満
75
歳
の

誕
生
日
の
前
日　

※
75
歳
の
誕
生
日
ま
で
に
、
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
か
ら
新
し
い
保
険

証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

②
退
職
被
保
険
者
お
よ
び
退
職
被
扶
養

者
の
人
で
、
平
成
30
年
9
月
１
日
ま

で
に
65
歳
に
な
る
場
合　

有
効
期
限

は
65
歳
の
誕
生
月
の
月
末
（
１
日
生

ま
れ
の
場
合
は
前
月
末
）
※
誕
生
月

　　　　　　　　　第 49回安曇野観光草競馬大会
当日は県内外から多くの競走馬・ポニーなどが出走し、白熱したレースを展

開します。会場内には小動物とのふれあい体験コーナーなどがあります。
日 9 月 24 日（日）雨天決行（順延なし）
内予選レース：午前 9 時 30 分～　開会式：午前 11 時 30 分～　
　アトラクション（ポニーの乗馬体験）：正午～　決勝レース：午後１時～
場市営牧運動場
※会場周辺には駐車場がありません。車での来場はご遠慮ください。
※無料シャトルバス運行（穂高会館～会場：午前 9 時～午後 4 時）
問観光交流促進課（471・2054　672・1340）

地元産牛乳加工品の開発、製造、販売する
市の施設「三郷畜産活性化施設」の指定管理
者を募集します。
対法人その他の団体　期 9月19日（火）まで
申申請資格、申請様式等の詳細は、市のホー

ムページに掲載した「三郷畜産活性化施設
募集要綱」を確認ください。

問農政課マーケティング担当
　（471・2430　671・2507）

平成 27 年 12 月から車検時の自動車税の納税確認が電子化
され、納税証明書の提示を省略できるようになりました。

電子化に伴い、平成 29 年 4 月から減免の承認を受けてい
る自動車の車検用納税証明書の送付を廃止しました。納税証
明書の交付を希望される場合は、お近くの県税事務所にお問
い合わせください。

なお、軽自動車の納税証明書については、今まで通りです。

問長野県・中信県税事務所（440・1905）

自動車税の納税確認が電子化されました。三郷畜産活性化施設指定管理者募集

穂 穂高支所　三 三郷支所　堀 堀金支所　明 明科支所　健 穂高健康支援センター ※特に記載のない場合、申込時間は平日の午前８時 30 分から午後５時 15 分まで 凡例　日日時　場場所　内内容　対対象　期期間　講講師　費費用　定定員　持持ち物　申申し込み　 その他　問問い合わせ

30

保

国10
月
か
ら
の
新
保
険
証
を

９
月
末
日
ま
で
に
お
届
け
し
ま
す
。

問
国
保
年
金
課
国
保
年
金
担
当

（

71
・
２
０
２
９ 

71
・
２
５
０
３
）

日
常
生
活
用
具

（
ス
ト
マ
用
装
具
）
の
給
付
申
請

問
福
祉
課
障
が
い
福
祉
担
当

（

71
・
２
２
５
１ 

71
・
２
３
２
８
）

ア
イ
ヌ
の
皆
さ
ん
の
た
め
の

電
話
相
談

問
人
権
男
女
共
同
参
画
課

（

71
・
２
４
０
６ 

71
・
５
１
５
５
）

無
料
法
律
相
談
な
ど

問
地
域
づ
く
り
課
市
民
相
談
室

（

71
・
２
４
９
６ 

72
・
３
１
７
６
）

保険証（見本）

談

相
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市
空
家
等
対
策
協
議
会
で
は
、
空
家

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
付

け
る
「
空
家
相
談
会
」
を
、
県
建
築
士

会
安
曇
野
支
部
の
協
力
に
よ
り
開
催
し

ま
す
。

日
9
月
14
日
（
木
）
①
午
後
１
時　

②

午
後
２
時　

③
午
後
3
時
（
各
回
１

時
間
程
度
）

場
市
役
所
2
階
２
０
２
会
議
室

定
3
人
（
先
着
順
）　

費
無
料

内
空
家
に
関
す
る
管
理
・
売
買
、
賃
貸

な
ど
の
利
活
用
、
調
査
点
検
、
リ
フ

ォ
ー
ム
・
解
体
除
去
、
相
続
や
権
利

関
係
等
（
内
容
に
よ
り
、
専
門
機
関

を
紹
介
し
ま
す
）。

申
9
月
13
日
（
水
）
ま
で
に
環
境
課
へ

電
話
で
。

昨
年
の
4
月
14
日
、
熊
本
県
で
震
度

7
の
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
地
震
に

関
し
て
は
日
頃
か
ら
「
い
つ
発
生
し
て

も
対
応
で
き
る
備
え
」
が
必
要
で
す
。

次
の
5
項
目
を
再
確
認
し
て
地
震
に
備

え
ま
し
ょ
う
。

1
家
具
類
を
固
定
し
、
転
倒
、
落
下
を

防
止
す
る

2
家
屋
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
補
強
を
す
る

3
火
災
発
生
に
備
え
て
、
消
火
器
を
準

備
し
、
浴
槽
に
水
を
張
っ
て
お
く

4
食
料
、
日
用
品
、
衣
類
等
の
非
常
持

ち
出
し
袋
を
備
え
お
く

5
家
族
で
話
し
合
い
、
避
難
場
所
、
安

否
確
認
の
方
法
、
避
難
経
路
を
決
め

て
お
く

家
庭
内
防
災
会
議
を
一
度
開
き
、
家

族
全
員
で
話
し
合
う
こ
と
も
大
切
で

す
。
自
分
の
命
と
大
切
な
家
族
を
守
る

た
め
に
、万
全
の
備
え
を
し
ま
し
ょ
う
。

豊
科
消
防
署
（
72
・
３
１
４
５
）

穂
高
消
防
署
（
82
・
３
２
６
２
）

梓
川
消
防
署
（
78
・
２
０
９
０
）

明
科
消
防
署
（
62
・
２
９
９
２
）

“
ふ
る
さ
と
”
の
魅
力
を
探
し
出
す
、

再
発
見
の
旅
、
恒
例
の
日
帰
り
バ
ス
ツ

ア
ー
「
ふ
る
さ
と
探
訪
」。
今
回
は
、安

曇
野
で
旧
国
鉄
篠
ノ
井
線
廃
線
敷
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
や
ガ
ラ
ス
工
房
、
り
ん
ご
農

園
な
ど
を
巡
り
ま
す
。

日
10
月
27
日
（
金
）
午
前
8
時
30
分
～

午
後
5
時
（
予
定
）　

※
雨
天
決
行

場
集
合
・
解
散
（
Ｊ
Ｒ
松
本
駅
ア
ル
プ

ス
口
）

対
松
本
地
域
（
松
本
市
、
塩
尻
市
、
安

曇
野
市
、
東
筑
摩
郡
）
在
住
者

定
80
人
（
抽
選
）

※
抽
選
結
果
は
10
月
10
日
（
火
）
に
発

送
。

費
１
人
２
０
０
０
円
（
昼
食
代
、
施
設

入
館
料
等
）

申
9
月
29
日
（
金
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ

キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
明
記
し
、郵
送
。（
当
日
消
印
有

効
）

〒
３
９
０
‐
１
４
０
１　

松
本
市
波

田
４
４
１
７
‐
１
松
本
広
域
連
合

「
ふ
る
さ
と
探
訪
」
係

※
家
族
等
の
場
合
は
、
同
一
ハ
ガ
キ
に

参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

共
通
事
項

場
安
曇
野
あ
か
し
な
農
産
物
加
工
交
流

ひ
ろ
ば
「
え
べ
や
」

対
市
内
在
住
者
（
子
供
同
伴
可
）

申
9
月
12
日（
火
）か
ら「
え
べ
や
」（

88
・
６
２
７
５
）
へ
電
話
で
。（
受
付

火
～
日
曜
日
の
午
前
9
時
～
正
午
）

①
「
地
粉
の
手
打
ち
う
ど
ん
」
講
座

日
9
月
13
日
（
水
）・
27
日
（
水
）

　

両
日
と
も
午
前
10
時
～
午
後
１
時

講
え
べ
や
人
材
バ
ン
ク
登
録
指
導
者

費
８
０
０
円　

定
15
人

持
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん

②
「
漬
物
用
野
沢
菜
、
大
根
種
ま
き
講
座
」

日
9
月
16
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後

１
時

費
５
０
０
円
（
お
小
昼
つ
き
）
定
15
人

畑
仕
事
が
で
き
る
服
装

③
お
茶
に
え
べ
や
「
お
抹
茶
体
験
」

日
9
月
22
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
～

3
時

費
５
０
０
円　

定
8
人

持
ふ
く
さ
（
あ
る
人
）

創
作
活
動
を
通
じ
て
、
生
き
が
い
や

健
康
づ
く
り
を
行
い
、
明
る
く
活
力
あ

る
長
寿
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
開
催

さ
れ
る
「
高
齢
者
作
品
展
」
の
出
品
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

対
県
内
在
住
の
60
歳
以
上
（
昭
和
33
年

4
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
の

ア
マ
チ
ュ
ア
と
し
ま
す
。

内
募
集
部
門　

日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、

手
工
芸
、
書
、
写
真

※
大
き
さ
な
ど
出
品
規
格
が
あ
り
ま
す

の
で
、詳
し
く
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
10
月
27
日（
金
）ま
で
に
長
寿
社
会
課

窓
口
（
１
階
�
番
窓
口
）
に
備
え
付

け
の
作
品
展
出
品
票
へ
記
入
の
上
、

提
出
く
だ
さ
い
。

作
品
展
出
品
票
2
枚
目
を
作
品
の
裏

へ
貼
り
つ
け
梱
包
の
上
、
11
月
17
日

（
金
）ま
で
に
長
寿
社
会
課
へ
作
品
を

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

創
業
に
必
要
な
知
識
を
学
び
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。
受
講
後
、

創
業
ま
で
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
市
と
商

工
会
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。（
地
方
創
生

推
進
交
付
金
対
象
事
業
・
創
業
支
援
事

業
計
画
特
定
創
業
支
援
事
業
）

日
9
月
15
日
（
金
）
～
11
月
30
日
（
木
）

（
全
10
回
）
週
１
回

午
後
6
時
30
分
～
8
時
30
分

場
市
商
工
会
本
所

（
安
曇
野
市
豊
科
４
２
８
９
‐
１
）

講
小
林
藤
子
さ
ん
ほ
か

（
あ
が
た
グ
ロ
ー
バ
ル
税
理
士
法
人
）

対
①
創
業
を
計
画
ま
た
は
希
望
し
、
具

体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
必
要
な
人

②
新
た
な
分
野
開
拓
を
模
索
し
て
い

る
人

費
受
講
料　

5
千
円

定
20
人
（
先
着
順
）

申
市
商
工
会
三
郷
支
所
（

77
・
３
１

７
０　

77
・
６
６
６
０
）
へ
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
。（
受
付
午
前
9

時
～
午
後
4
時
）

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）を使用した心肺蘇生
法や、けが人が発生したときの応急手当の講習会を次の
とおり開催します。
日 10 月16 日（月）午前 9 時～正午
場明科公民館　2 階講義室
定 30 人（先着順）　費無料
申 10 月15 日（日）までに麻績消防署（467・2992）か、

明科消防署（462・2992）へ電話で。

●募集内容　「実践経営者コース」（2 年間）
●定員　10 人（高校卒業等以上）

問県農業大学校事務局
4026・278・5211　6026・261・2121

平成 30年度県農業大学校学生募集普通救命講習

穂 穂高支所　三 三郷支所　堀 堀金支所　明 明科支所　健 穂高健康支援センター ※特に記載のない場合、申込時間は平日の午前８時 30 分から午後５時 15 分まで 凡例　日日時　場場所　内内容　対対象　期期間　講講師　費費用　定定員　持持ち物　申申し込み　 その他　問問い合わせ

創
業
実
現
セ
ミ
ナ
ー

問
商
工
労
政
課
商
業
労
政
係

（

71
・
２
０
４
１ 

72
・
１
３
４
０
）

　

市
商
工
会
三
郷
支
所

（

77
・
３
１
７
０ 

77
・
６
６
６
０
）

「
え
べ
や
」
の
食
と
体
験
講
座

問
農
政
課
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当

（

71
・
２
４
３
０ 

71
・
２
５
０
７
）

第
46
回
ふ
る
さ
と
探
訪

問
松
本
広
域
連
合　

福
祉
・
地
域
課

（

87
・
５
４
６
１ 

87
・
５
４
６
２
）

空
家
相
談
会

問
環
境
課
環
境
保
全
担
当

（

71
・
２
４
９
１ 

72
・
３
１
７
６
）

地
震
に
備
え
よ
う

問
危
機
管
理
課
消
防
防
災
係

（

72
・
６
７
６
９ 

72
・
６
７
３
９
）

２
０
１
７
信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

長
野
県
高
齢
者
作
品
展
作
品
募
集

問
長
寿
社
会
課
長
寿
福
祉
係

（

71
・
２
２
５
４ 

71
・
２
３
２
８
）

回 内　　容
1 創業の心構えとビジネスプラン
2 会計の基礎知識
3 ビジネスモデルの作り方
4 収支計画書の作り方
5 マーケティングの基礎知識
6 営業活動と販売戦略
7 人材育成
8 ビジネスプランの作成（演習）
9 ビジネスプランブラッシュアップ、

創業の手続きと支援施策
10 ビジネスプランの発表

●セミナーの内容

回 出願期間 入学試験
第１回 ９月13日（水）～10月４日（水）10月15日（日）

第２回 11月８日（水）～29日（水） 12月11日（月）

第３回 平成30年
１月10日（水）～31日（水）

平成30年
2月15日（木）

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ

信州大学医学部地域
保健推進センター・
信州医学振興会
健康講座
「骨と関節の老化の
おはなし」

健やかで活動的なライフスタ
イルを楽しむために「骨と関
節の老化」について一緒に学
んでみませんか。第４回は軽
い運動をしますので動きやす
い服装で参加ください。

日：10 月３日、17 日、31 日、11 月 21 日
午後６時～７時 15 分（火曜日・全４回）
場：信州大学松本キャンパス旭総合研究棟

９階講義室Ａ・Ｂ

対：一般市民
費：無料

問：信州大学医学部保健学
科学務第２係・丸山さん
437・2356　637・
2370
mcchphoken@shinshu-u.
ac.jp

松本少年刑務所
矯正展
刑務所作業製品
展示即売等

刑務所に収容されている受刑
者の各種教育活動の写真パネ
ル展示や、刑務所作業製品の
展示即売を通じて、受刑者の
社会復帰に向けた取り組みを
紹介します。

日：９月 15 日（金）～ 18 日（月）午前
10 時～午後４時
場：コープながの安曇野豊科店

対：一般市民 問：松本少年刑務所・首席
矯正処遇官（企画担当）
和田さん　432・3093　
633・5807

せ

ら

知

お

◇
お
詫
び
と
訂
正
◇

広
報
あ
づ
み
の
８
月
16
日
発
行
号（
２
５
４
号
）

13
ペ
ー
ジ「
松
本
山
雅
健
康
体
操
教
室
」の
時
間

【
誤
】午
前
１
時
30
時
～

【
正
】午
後
１
時
30
分
～

27
ペ
ー
ジ「
９
月
の
休
日
当
番
医
」表
中
・
山
田

医
院
の
電
話
番
号

【
誤
】72
・
３
０
２
７

【
正
】72
・
３
２
０
７

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

各種情報コーナー

集

募
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漆塗りのそば猪口を主に色漆で
飾ります。名誉市民で漆芸術家の
髙橋節郎の技法を、実際の漆を用
いながら体験してみませんか。
日９月 30 日（土）・10 月１日（日）

午前９時 30 分～午後４時
※どちらか一日のみの参加です。
対一般
定各 8 人（先着順）
講東京藝術大学漆芸研究室
費参加料　5,000 円
持作業のできる服装、昼食
申９月 12 日（火）～ 28 日（木）

の間に電話で。（受付午前９時～
午後５時・月曜休館）

信濃の国や安曇郡が成立する七
世紀は、古墳時代の後半にあたり、
市内でたくさんの古墳ができた時
期です。企画展に合わせ、同時期
の北信の古墳を実際に見学します。
日 10 月 20 日（金）午前９時～午

後５時
場長野市大室古墳群、須坂市八丁

鎧塚古墳、中野市立博物館
（集合・解散　豊科郷土博物館）
定 35 人（先着順）
費 500 円（入館料・保険料・資料

代等）
申９月 28 日（木）～ 10 月 17 日
（火）までに豊科郷土博物館へ電
話で（受付午前９時～午後５時）

休館日　月曜日（祝日の場合は翌
日）

写真家の石川直樹さんによる、
北極圏の暮らしと環境にスポット
を当てた作品を紹介します。
期平成 30 年１月８日（月・祝）ま

で午前９時～午後５時
休館日　月曜日（祝日の場合はそ

の翌日）、年末年始
※ 9月24日、11月4日、12月24 日

は開館
場記念館　地階展示室
費入館料高校生以上 300 円、市内

在住の 70 歳以上は無料

古墳時代後期、安曇野の開発を
手がけた先人のお墓であった市内
の古墳出土品を見学・学習します。
日 10 月３日（火）午前９時～ 11

時
場豊科郷土博物館
対市内在住・在勤の人
費受講料 200 円
講百瀬新治さん（豊科郷土博物館

館長）
定 20 人（抽選）
申９月 11 日（月）・12 日（火）の

間に穂高公民館に電話で。（受付
時間午前８時 30 分～午後５時）
「穂高地域の古墳めぐり①②」
講座に参加した人は、ぜひ参加
ください。

青少年自然体験講座「ふるさと
たんけん隊」では、「安曇野の芸術
と自然たんけん」の参加者を募集
します。
日９月 30 日（土）午前８時 30 分

～午後 4 時
※明科公民館集合・解散
場安曇野ちひろ美術館、安曇野ち

ひろ公園、国営アルプスあづみ
の公園（大町・松川地区）

内芸術体験や昼食のおにぎり作り、
国営公園で遊びます。

対市内小学生および同伴希望の保
護者（１年生は必ず保護者同伴）

定 20 人（先着順）
費 800 円（体験料、施設利用料）
持リュックサック、水筒、タオル、

雨具、エプロン、三角きん、マ
スク（昼食は不要です）

申９月 11 日（月）～ 13 日（水）
に明科公民館へ電話で。（受付時
間午前９時～午後５時）

田園文化ゾーンでは 35 万本、里
山文化ゾーンでは 200 万本ものコ
スモスが咲き誇ります。

９月18日（月・祝）は 65 歳以上入
園料無料です。
日９月16日（土）～ 10月15日 （日）

午前９時 30 分～午後５時
場国営アルプスあづみの公園（堀

金・穂高地区）
費入園料　大人410円、小中学生80

円、65歳以上210円　幼児無料

家庭教育講座ひまわりクラブで
は、フリーマーケットを開催しま
す。
日９月 22 日（金）午前 10 時～

11 時 30 分
場三郷公民館　講堂
内フリーマーケット（子ども服・

大人服、手作り小物）、パン、や
きそば、ポン菓子などの販売

持マイバッグ
飲食・授乳スペース有り。駐車
場に限りがありますので、でき
るだけ相乗りでお出掛けくださ
い。

国営アルプスあづみの公園（堀
金 ･ 穂高地区）と長野県烏川渓谷
緑地を歩きつくします。
日９月 30 日（土）、10 月１日（日）

午前９時 30 分～午後 12 時 30
分 （受付９時）

場集合場所は申し込みの際お知ら
せします。

定各日 25 人（先着順）　費無料
持ノルディック・ウオーキング用

ポール、飲み物、雨具など
※ポールの有料貸し出し有り（1

組 500 円）
申９月 12 日（火）から電話、ファ

クス、電子メールで
mkarasu@anc-tv.ne.jp

武具としてだけでなく、総合芸
術品として、日本刀の制作に関わ
った人たちとともに、その起源や
伝承から時代背景を学びます。奮
ってご参加ください。
日９月 21 日（木）午後７時～８時

30 分（予定）
場豊科公民館大会議室
内演題「安曇野の刀剣」
講川舩義嗣さん
（松本市立博物館友の会副会長）
費無料
申不要 広報あづみの暮らしのガイド

月曜日～日曜日
朝６：55 ～　夕方６：55
広報あづみのラジオ版
月曜日～金曜日
昼０：45 ～　午後２：45 ～

安曇野髙橋節郎記念美術館
「色漆と金で飾るそば猪口」講座
問安曇野髙橋節郎記念美術館
481・3030　682・0551

豊科郷土博物館
古墳で考える　安曇のそもそも

―安曇野市内古墳出土品展―
現地見学会

問豊科郷土博物館
472・5672　672・7772

田淵行男記念館
石川直樹写真展「POLAR」
問田淵行男記念館
472・9964　688・2010

三郷公民館家庭教育講座
フリーマーケット「ひまわり市」
問三郷公民館内三郷地域課地域担当
477・2109　677・6060

長野県烏川渓谷緑地
ノルディック・ウオーキング
問長野県烏川渓谷緑地
4673・0203

豊科公民館
出会い・ふれあい・生きがい

セミナー
問豊科公民館内生涯学習課社会教育担当
472・2158　673・6401

穂高公民館文化教養講座
安曇野の古墳からの
出土品の見学・学習会

問穂高公民館内穂高地域課地域担当
482・5970　682・3990

明科公民館
ふるさとたんけん隊

安曇野の芸術と自然たんけん
問明科公民館内明科地域課地域担当
462・4605　662・5894

国営アルプスあづみの公園
（堀金・穂高地区）

秋 コスモスの花フェスタ
問国営アルプスあづみの公園
　堀金・穂高管理センター
471・5511　671・5512

Information Box
穂 穂高支所　三 三郷支所　堀 堀金支所　明 明科支所　健 穂高健康支援センター

「あづみの新進音楽家公開オーデ
ィション」において選出されたヴ
ァイオリニストの村上あゆみさん
と伊藤悠里さんペアと、フルート
デュオ米窪姉妹を迎えて開催しま
す。
日９月 17 日（日）開演午後 2 時
場豊科交流学習センター「きぼう」

２階多目的交流ホール
費入場料　500 円

当日、受付にてお支払いください。
申事前予約不要（未就学児は入場

不可）

年に一度の蔵書点検のため特別
整理期間として下記の期間は休館
します。ご迷惑をおかけしますが、
ご理解とご協力をお願いします。
期９月 25 日（月）～ 10 月２日（月）

オータムコンサートinきぼう
～ヴァイオリンとフルートの調べ～
問図書館交流課
481・3111　682・0966

明科図書館
蔵書点検による休館

問明科図書館
462・1122　662・1124

凡例　日日時　期期間　時時間
場場所　内内容　対対象　費費用
定定員　資資格　持持ち物講講師　
申申し込み　提提出先　 その他
m電子メール　問問い合わせ

生涯学習・施設
催し講座 貞享義民旧跡めぐり

貞享義民に関わる旧跡を巡りま
す。
日 10 月４日（水）午前８時 30 分

～午後４時 30 分
場記念館集合
内記念館シアターで『貞享義民物

語』を鑑賞後、ゆかりの地を見
学します。

定 20 人（抽選）　費無料（入館料、
保険料等各自負担）

持飲み物、雨具、昼食など
申９月 24 日（日）までに、電話か

ファクスで。抽選結果は 28 日
（木）までに申込者全員に通知。

白鳥写真愛好会第 6 回写真展
安曇野で越冬する白鳥たちのさ

まざまな姿を会員 10 人が捉えまし
た。40 点の写真作品を展示します。
期９月 20 日（水）～ 10 月１日（日）

午前９時～午後５時
（初日は正午から、最終日は午後
4 時まで）

場貞享義民記念館　企画展示室
費入館料　無料（常設展は有料）
休館日　月曜日（祝日の場合はそ

の翌日）

貞享義民館の催し
問貞享義民記念館
477・7550　677・7551

「第 6 回あづみの新進音楽家公開オー
ディション」の様子

Ilulissat/Greenland シリーズ
POLAR（2007）

昨年度の様子

市政お知らせ番組を放送中
エフエムあづみの　76.1MHz
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★広告掲載のお申し込みは（株）共立プラニング（434・2515）まで

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

９月 30 日（土）午後８時で

自動交付機が終了します
市役所１階に設置してある証明書自動交付機が９月 30 日（土）午後８時で終了します。
現在お持ちの市民カード（印鑑登録証）は引き続き、市役所窓口で印鑑登録証明書の交付を受ける

ために必要です。大切なカードですので捨てないようにしてください。
市役所窓口以外では「マイナンバーカード」を利用して、コンビニエ

ンスストアで証明書を取得できます。利用希望する場合は、マイナンバ
ーカード交付申請をお願いします。詳しくは、市民課または各支所地域
課へ問い合わせください。
問市民課市民担当（471・2489　671・2503）

マイナンバーカード
プラスチック製の写真付 IC チップ付きカード

です。身分証明書や各種行政手続きのオンライン
申請にも利用できます。
●交付申請書

交付申請書は、平成 27 年 11 月から 12 月に簡
易書留で送付された白色封筒にマイナンバー通知
と共に同封されています。紛失等により申請書が
見つからない場合や、住所・氏名に変更がある場
合は問い合わせください。
●カードの申請

マイナンバーカードの交付申請は、窓口、郵送、
インターネットいずれでもできます。申請から受
け取りまでに１カ月程度かかります。

●カードでの印鑑登録証明書の窓口交付
マイナンバーカードで印鑑登録証明書の窓口交

付を受けるためには、カードケースに印鑑登録番
号を表示する手続きが必要ですので、市民課また
は各支所地域課で申請してください。

証明書コンビニ交付サービス
●交付を受けられる証明書

• 住民票の写し　• 印鑑登録証明書
• 戸籍証明書（戸籍謄本・戸籍抄本）
• 戸籍の附票の写し

※戸籍証明書・戸籍の附票の写しは、市内に住所およ
び本籍がある人のみ

●利用できるコンビニエンスストア
• セブンイレブン　• ローソン
• サークルＫサンクス　• ファミリーマート

●利用時間　午前６時 30分～午後 11 時
※ 12 月 29 日～１月３日、機器メンテナンス時を除く

マイナンバーカード

交付申請書

市民カードは大切に
保管してください


